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本館 南館 北館 駅前 鹿ノ台複数館利用

代読を含む利用 1 1

資料閲覧のみの利用 2 1 1 1 1
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かざぐるまの実践報告

図書館訪問 ３年間の活動について

社会福祉法人いこま福祉会かざぐるま 施設⾧ 大谷健太郎
久保和至
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障がいのある方々に地域生活において必要とするサービスを総合的に提供・支援することにより、
障がいがあっても地域の一員として暮らすことが当たり前の社会を目指しています。

日中活動
の場

生活の場

相談支援
居宅

サービス

かざぐるま
・生活介護

喫茶ゆうほ～
・就労継続支援Ｂ型

かざぐるまえ～る

・生活介護

生活支援センターかざぐるま
・相談支援（生駒市委託）
・計画相談
・社会生活力を高めるプログラム
（サロン、料理教室、研修）

共同生活援助(グループホーム)
・一歩の家（男性7名）
・ポピー（女性6名）
・クローバー（女性6名）
・ラベンダー（女性４名）
・たびだちの家（男性４名）

福祉ホーム
・おかりなの家（19名）

デイケアセンターかざぐるま
・居宅介護・通院介助
・行動援護・移動支援
・短期入所
・日中一時支援

地域生活支援拠点等事業

きこり

・生活介護

工房 結
・就労継続支援Ｂ型
・生活介護

ひより

・生活介護
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社会福祉法人いこま福祉会の取り組み

「働く」

「暮らす」
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「踏み出す」

。

「憩う」

「支え合う」
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図書館の活動に参加、協力しようと思った理由
・かざぐるでは、開かれた施設として地域の中にとけ込み
互いに支え合って生きていくことを目指している。

＠大きく２つあります。まず一つは、障がい者のことを知って
もらう機会になると思いました。そして２つ目は、障がいを
持つ人たちの生活がより豊かなものになるために、図書館と
いう場所が活用できるのではないかと思いました。

代読の実習でメンバーが参加した時の工夫
＠現在読書サポーターとして活動していただいているサポーターの方々に、
まず予め参加するメンバーの障害特性を伝えておくことは大切なことでした。
例えば多動の人がじっとしてられない場合は、無理に戻ってもらおうとせず、
戻ってくるまで待ってもらうことや、聴覚過敏の人には、大きな声や音が聞
こえない配慮をお願いすることや、逆に難聴の人にはゆっくりとはっきりと
特に声のボリュームには配慮をお願いするなどがあり、さらに自閉症のスペ
クトラムの人には独特なこだわりやコミュニケーションの難しさへの配慮を
お願いするなどがありました。

＠パートナーを決める時には、異性の人との関わりが難しい人もいるのでそれ
も事前に伝えて、対応を考えなくてはなりません。

＠参加後には、職員がヒヤリ・ハットのミィーティングをおこない、次回への
注意点・配慮点を確認し合っています。
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さまざまな障害の特性

・障害特性の多様性
その人に合わせた関わりをもつことで互いが尊重できる。

＠例えば血液型でその人の性格を判断するような事とは違い、同じ障害名であってもそれぞれの
人にそれぞれの理由や特性があります。アスペルガーの人はコミュニケーションを取ることが
苦手、ADHDの人は空気を読めないなどとよく言われますが、皆自分で我慢したり、人に合わ
されています。自閉症の人は、視覚、聴覚、臭覚、触覚が過敏な人が多く、ルーティンなどの
こだわり行動もありますが、しんどさを我慢したり、わかってもらえない辛さを抱えてい
ます。それは一人一人皆違っています。私たちは、それぞれの個性を知り、それらに合った関
わりを持つことで、お互いが尊重できると思います。

本人の思い

＠利用者のお一人から「自分も読み聞かせをやってみたい！」との声がありました。
ここにいる宮下様です。

宮下様から自己紹介～

【Ｑ＆Ａ】
〇本を読むことは好きですか？
〇どんな本が好きですか？
〇本は一人で読みますか？
〇初めて図書館に行くよ！と聞いた時はどんな気持ちでしたか？
〇読書サポーターさんに本を読んでもらうのは、どんな気持ちですか？
〇図書館に行くのは楽しいですか？
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【図書館訪問参加メンバーのアンケート】
    読書についてのアンケート  調査対象は １１人 

 

〇本を読むことは好きですか？ 

好き 

７人 

好きではない 

３人 

その他 

 １人 

 

〇どんな本が好きですか？ 

答え・野球、アイドル雑誌、ガイドブック、絵本、電車、ウルトラマン、動物 

  ・食べ物、 

 

〇本は一人で読みますか？誰かと一緒に読みますか？ 

一人で 

５人 

誰かと 

６人 

その他 

 ０人 

 

〇誰かと一緒に読むと答えた人は、いつもは誰と読みますか？ 

答え・お母さん 

  ・読書サポーター（分からないことを教えてくれる） 

  ・かざぐるまやグループホーム職員 

 

図書館訪問についてのアンケート 

 

〇初めて図書館に行くよ！と聞いた時は、どんな気持ちでしたか？ 

答え・場所は知っていた・何をするのかわからなかった 

・本を読んだり、借りたりできることは知らなかった 

  ・本を読めると思った・本を借りて家で読めるのが楽しみだった 

  ・パソコンでインターネットを見たいと思った。 

 

〇読書サポーターさんに本を読んでもらうのは、どんな気持ちですか？ 

答え・楽しみ・男の人がいたらいいと思う 

・初めての人は緊張する・サポーターとの話が面白い 

                ・読みたい本を一緒に探してくれる・高い所の本を取ってくれるので安心 

                ・読み聞かせはいつも違う本を読んでくれる 

                ・面白そうな本を教えてくれる 

                ・「ほっといて」など関西弁や方言で言われても意味がわからない 

                ・ゆっくり丁寧に話してもらわないと聞き取りできない 

                ・絵本は子供に読むので、子ども扱いされている気がして嫌 

 

〇今、図書館に行くのは楽しいですか？ 

楽しい 

１０人 

あまり楽しくない 

１人 

その他 

 ０人 

〇図書館が楽しいのは、どうしてですか？

答え・読みたい本を借りて休憩時間に読むことが楽しみ
・職員との外出が楽しみ
・アニメの本を読める
・絵本を読んでもらえるのが楽しみ
・いろんな本の中から好きな本を探すのが面白い
・好きなサポーターに会えることが楽しみ
・仕事の息抜きになる
・ホームページに写真を載せてくれるので楽しみ

〇図書館があまり楽しくないのは、どうしてですか？

答え・うるさい人がいる
・不安になる
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読み聞かせ体験の様子

本人が他の人にも読み聞かせをしてみたいと言われてから、段階を追って
取り組みました。

ではここからは、宮下様が読み聞かせをするまでの本選びからどんな風に
読んだらよいかを・・・など練習の様子をまた続けて動画でご覧いただき
ます。

動画 宮下様 取り組みの様子

動画 宮下様 取り組みの様子
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動画 宮下様 取り組みの様子

動画 宮下様 取り組みの様子
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動画 宮下様 取り組みの様子

動画 宮下様 取り組みの様子
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動画 宮下様 取り組みの様子

動画 宮下様 取り組みの様子
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動画 宮下様 取り組みの様子

図書館訪問への職員の思い
• 図書館に行くことで公共施設でのメンバーの様子やどんな本に興味がある
のかなど、その人の内面をさらに知ることができ、日頃の支援に活かされ
ると思う。

＠例えば動物の本に興味があれば、休憩時間などで、動物の話をしたり、DVDを見たり
、その人のリラックスや知的好奇心を豊かにできることにも繋がり、私たち職員との
コミュニケ―ションにも役立っています。

＠これからの活動として、マンネリ化しない工夫、例えば「動物が好きだから動物の本」
と決めつけずに他にも違う興味を探せるようにしていたいと思っています。

＠メンバー１人１人の自己選択、自己決定の機会を増やしていけたら・・・とそんなこと
を心がけていきたいです。
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図書館事業について、良かったことや
こうしてほしい要望、希望など
私達が（障がい者の人が）図書館におもむくだけでなく、参加しにくい人のために
移動図書館が来てくれることもありました。

現在は特定の日の利用となっていますが、将来的には、読書サポーターさんをはじめ、障がい者の
人たちへの利用環境がさらに整い、健常者と同じようにいつまでも本を読みたい時に図書館が利用
できることが私達の願いです。


